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日本地域学会第 58 回（2021）年次大会（高知）のお知らせ 

2021.7.26 改訂 

 

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて全面オンライン開催に変更いたします。現地会

場参加を申し込み頂いた皆様にはご不便をおかけしますが、学会としての社会的責任を踏まえ、

新型コロナ感染症の感染拡大を防止するための措置としてご寛恕ください。 

 

大会概要 

日時：2021 年10 月9 日（土）-10 日（日） 

会場：オンラインで実施（参加方法は別途連絡） 

   

大会プログラム：（2021.７月に公開予定） 

発表論文集：（2021.9 月下旬に公開予定） 

大会事務局： 

 〒780-8520 高知県高知市曙町2-5-1 高知大学 地域協働学部 大槻研究室 

E-mail: jsrsai2021@gmail.com 

大会web: 作成中 

 

大会への参加 

 

＜参加費（オンライン会場）＞ 

 発表参加 聴講参加 

 

一般会員 5,000 円 3,000 円 

*含む共著者、座長、討論者 

学生会員 ３,000 円 ２,000 円 

*含む共著者 

非会員  8,000 円 

※参加費は銀行振込またはクレジットカード決済での事前納入のみとなります。 

※納入に関わる手数料は別途ご負担をお願いします。 

 

※参加登録後のキャンセルの取り扱いについて： 

「日本地域学会高知大会キャンセルポリシー」第4 条、第5 条に基づき対応 

・ただし、新型コロナ感染症の感染拡大を防止するため大会実施形態を変更したことを踏

まえ、今大会のキャンセル料は無料とする。 

・キャンセルに伴い参加費の返還が発生する場合、返還に関わる事務手続き費用は参加登

録者の負担とする。 

 

＜発表申込期間（終了）＞ 

・2021 年3 月下旬〜4 月26日（月） 
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※申込時にオンライン発表、現地会場発表を選択ください。 

※申込時に発表参加者1名の登録をお願いします。 

※発表参加者の参加費納入については2021 年6月上旬以降に連絡致します。 

 

＜論文提出締切＞ 

・2021 年８月20 日（金） 

 

＜聴講参加者の参加登録期間＞ 

2021 年8 月1 日（日）-9 月24 日（金） 

 

大会スケジュール（2021 年7 月26日現在） 

 

＜2021 年10 月９日（土）＞ 

10:00-10:30  開会式 

10:30-12:00  総会 

13:00-17:30  セッションA（10 セッション） 

第1 発表  13:00-13:45 

第2 発表  13:45-14:30 

（コーヒーブレイク 14:30-14:45） 

第3 発表  14:45-15:30 

第4 発表  15:30-16:15 

第5 発表  16:15-17:00 

 

＜2021 年10 月10 日（日）＞ 

10:00-13:15  セッションB（10 セッション） 

第1 発表      10:00-10:45 

第2 発表      10:45-11:30 

（コーヒーブレイク 11:30-11:45） 

第3 発表      11:45-12:30 

第4 発表      12:30-13:15 

 

14:30-16:30  公開シンポジウム 「大規模災害に備える地域づくり」 

（オンライン配信） 

16:30-17:00  閉会式 
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公開シンポジウム 

 

・テーマ：「大規模災害に備える地域づくり」 

・主催：高知大学防災推進センター/日本地域学会 

・後援（五十音順）： 

一般社団法人 日本計画行政学会、NHK高知放送局（調整中）、NPO法人 日本シミュレー

ション＆ゲーミング学会、高知県（調整中）、高知県黒潮町（調整中）、高知市（調整中）、高

知新聞（調整中）、地域安全学会、日本環境共生学会（調整中）、RKC高知放送（調整中） 

 

・日時：2021 年10 月10 日（日）14:30-16:30 

・場所：オンライン配信 

 

・趣旨： 

令和時代の日本は「いつか」必ず来る南海トラフ巨大地震・首都直下地震、そして「いつも」

やって来る気象災害の両者への対応が必要である。他方、都市、農漁村部ともに高齢化が更

に進む中で、ハード・ソフトの両面から大規模災害に備える地域づくりの新しい仕組みが求

められている。 

本シンポジウムでは基調講演者として都市防災研究の第一人者として活躍された後、自主

防災会長として地域防災の推進に奮闘されている梶秀樹氏（筑波大学 名誉教授）を迎え、学

術知と住民の経験知を繋ぎ合わせて地区特性に合わせて地域防災を行うポイントを紹介い

ただく。その上で、松本敏郎氏（高知県黒潮町 町長）より同町における南海トラフ地震対策

の地域づくりの先進事例について、笹原克夫氏（高知大学防災推進センター センター長）よ

り高知県の土砂災害及び防災まちづくりにおける大学の役割について話を頂きながら、令和

時代における「大規模災害に備える地域づくり」のあり方について議論を行う。 

 

・内容： 

基調講演： 梶秀樹氏（筑波大学 名誉教授） 

 

パネルディスカッション（順不同）： 

進行： 

大槻 知史氏（高知大学防災推進センター） 

 

パネリスト： 

笹原 克夫氏（高知大学防災推進センター センター長） 

梶 秀樹氏（筑波大学 名誉教授） 

松本 敏郎氏（高知県黒潮町 町長） 
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大会実行委員(Local Organizing Committee) 

 

委 員 長 大 槻 知 史（高知大学）  

副委員長 藤 岡 正 樹（高知大学） 

委  員 正 岡 利 朗（高松大学） 

委  員 中 澤 純 治（高知大学） 

委  員 松 本  明 （高知大学） 

委  員 近 藤 明 子（四国大学） 

委  員 島 根 哲 哉（香川大学） 

 

＜サイバー組織委員会(Digital Twining Committee)＞（五十音順） 

 

委 員 長  石 橋 健 一 （愛知学院大学） 

大 西 学 （名古屋外国語大学） 

鐘ヶ江 秀 彦 （立命館大学） 

酒 井 宏 平 （立命館大学） 

  城 月 雅 大 （名古屋外国語大学） 

留 野 僚 也 （立命館大学） 

副委員長  豊 田 祐 輔 （立命館大学） 

  藤 岡 正 樹 （高知大学） 


